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Editorial 
てんかん Epilepsy は伴侶動物において最も⼀般的な
慢性神経疾患の１つである．その有病率は⽝全体の
0.5−0.75％と⾒積もられており[1,2]，それは１動物
病院あたり、⽝ 130 頭中の１件はてんかんを有した
⽝が来院することを意味する．てんかんの⽝猫は⾝
体を衰弱させるてんかん発作 epileptic seizures を経
験するが，てんかんは反復性のてんかん発作以外の
より多くの問題を引き起こす．てんかん患者は⼀過
性の発作後の⾏動変化や臨床的障害に苦しむ．それ
だけでなく，罹患⽝は短命であったり，発作間⽋期
に神経⾏動学的な変化といった併存症を発症するリ
スクも⾼く，⽣活の質（QOL）が低下したりする[3-6]．
疾患の衝撃は患者だけに影響するわけではなく，そ
のオーナーの QOL にも影響する[5-7]．臨床，特に

神経科診療におけるてんかんの重要性に基づき，過
去 30 年に渡って様々な研究が盛んに⾏われ，公表さ
れてきている． 
 この多量な新しい情報にも関わらず，分類，定義，
⽤語，治療成績の評価法，神経画像および神経病理
学的な標準はこれらの多くの研究間で異なっており，
それらを⽐較検討することを困難なものにしている．
これはそれらの科学的インパクトを制限する可能性
すらある．さらに，これはてんかんを持つ伴侶動物
を診断する時や、その動物たちの飼い主へアドバイ
スをする際に臨床医をサポートしてくれるであろう、
てんかんの共通理解や標準化された専⾨的なガイド
ラインの作成を妨げている．それぞれの論⽂にて使
⽤されている分類，定義および⽤語法の多くは，ヒ
トのてんかんの国際組織である国際抗てんかん連盟
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International League Against Epilepsy（ILAE）によ
るその時最も新しい提案を反映したものである．
1960 年代以降，ILAE はヒトのてんかんで⽤いられ
る⽤語の定義，分類および⼀致について取り組んで
きた[8−14]．ILAE は⾃⾝を“てんかんにより⼈⽣が
制限されない世界を⽬指し，医師と他の医療専⾨者
が協⼒する世界的な優れた連携”とし，この組織の⽬
的を“世界中の医療従事者，患者とその介添者，政府
および世間⼀般が，てんかん患者を理解し，診断，
治療するために不可⽋な教育および研究資源を保証
すること”としている(ILAE homepage：
www/ilae.org)．ILAE はその⽬的を達成するため特
別委員会 task force を組織し，てんかん社会に対して
科学的かつ臨床的な枠組みを提供するためコンセン
サスステイトメントの公表を⾏っている．これらの
コンセンサスステイトメントは疾患やその治療，併
存症および合併症に関する我々の理解における絶え
間ない改良点を反映して 5−10 年毎に定期的に改訂
されている． 
 2014 年，獣医神経病専⾨医と⾮専⾨医からなるグ
ループが国際てんかん特別委員会 International 
Veterinary Epilepsy Task Force（IVETF）を創⽴し
た．IVETF は故意に他のいかなる獣医あるいは⼈医
の組織とは独⽴しており，その主たる⽬的は獣医領
域，ブリーダー，⽝のオーナーに（ある程度は猫の
オーナーにも）てんかんの分野における重要な領域
のコンセンサスステイトメントを提供することであ
る．ブリーダーとオーナーから１次診療臨床医を通
して神経病専⾨医と神経科学者までのʻ医療の連鎖
chain of careʼが存在する．各々のコンセンサスステ
イトメントはこれら全ての関係者達に有益なʻユーザ
ーフレンドリーʼであり，実利的な，そして信頼性の
⾼い正当なツールになることを⽬指している．さら
に IVETF は適切なてんかんの治療や研究のための
科学的かつ臨床的な枠組みを形成し，他の関係者と
の間のコミュニケーションにおいて皆が同じ，同意
した「共通⾔語」の使⽤を可能にするプラットフォ
ーム提供しようと努めた．各々のコンセンサスステ
イトメントは現在公表されているてんかんの知識に
基づいており，そして⼀部に公表されたエビデンス
への著者の解釈を述べている．IVETF はヒト ILAE
からの新しい概念を反映しているが，獣医学⽤語や
獣医臨床でより受け⼊れられてきたものも考慮して
いる．我々は幅広い関係者の意⾒を取り⼊れること
を確実にするために，コンセンサス作業部会は獣医
とヒトの神経科医，神経科学者，臨床医，神経薬理
学者および神経病理学者から構成した．伴侶動物に
おけるてんかんの重要な局⾯について，これほど多

くの臨床医や神経科学者が団結し，正式に合意した
のは初めてのことである．そのため７つのコンセン
サスステイトメントを展開するために 26 ⼈の共著
者が関与することとなった．これらのコンセンサス
ステイトメントはこのプロジェクトの終わりではな
くむしろ始まりであり，IVETF は将来その権限とメ
ンバーを拡⼤していくよう計画している． 
 IVETF は以下のコンセンサスステイトメントに同
意した．IVETF は各々のステイトメントが⽝猫のて
んかん分野の発展に寄与し，そして我々の患者によ
り良い医療を導くよう切望する： 
 
1. 伴侶動物におけるてんかんの定義，分類および

⽤語に関する国際獣医てんかん特別委員会コ
ンセンサスレポート（邦訳公開：2017 年 2 ⽉
獣医神経病学会ホームページ）［International 
Veterinary Epilepsy Task Force consensus 
report on epilepsy definition, classification and 
terminology in companion animals］ 
 

2. IVETF によるコンセンサス提案：⽝におけるて
んかんの診断的アプローチ（邦訳公開：2017
年 2 ⽉獣医神経病学会ホームページ）
[International Veterinary Epilepsy Task Force 
Consensus Proposal: Diagnostic approach to 
epilepsy in dogs] 
 

3. International Veterinary Epilepsy Task Force 
current understanding of idiopathic epilepsy of 
genetic or suspected genetic origin in purebred 
dogs（邦訳は順次公開予定） 
 

4. IVETF によるコンセンサス提案：ヨーロッパに
おける⽝のてんかんの薬物療法（邦訳公開：
2017 年 2 ⽉獣医神経病学会ホームページ）
[International Veterinary Epilepsy Task Force 
consensus proposal: Medical treatment of 
canine epilepsy in Europe] 
 

5. International Veterinary Epilepsy Task Force 
Consensus Proposal: Outcome of therapeutic 
interventions in canine and feline epilepsy（邦
訳は順次公開予定） 
 

6. International Veterinary Epilepsy Task Force 
recommendations for a veterinary 
epilepsy-specific MRI protocol（邦訳は順次公
開予定） 
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7. International Veterinary Epilepsy Task Force 

recommendations for systematic sampling and 
processing of brains from epileptic dogs and 
cats（邦訳は順次公開予定） 

 
略語 
IVETF：国際獣医てんかん特別委員会；ILAE：国際
抗てんかん連盟 
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